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	建築基準法にかかる　建築相談票（参考様式）
　（記入例）（法の運用・取扱い編）
	※受付印欄
	※

	相 談 者
業者名・担当者
	住所　福井県福井市○○町３丁目10-1
	TEL
	0776-20-5574

	
	氏名
	㈱福井一級建築士事務所　設計部　福井太郎　
	FAX
	0776-20-5751

	相談物件

	場所（地名地番又は住居表示）：　福井市大手3丁目10-1

	
	名称又は工事名称：　（仮称）□□ビル本館建て替え工事

	相談敷地
	用途地域：　商業区域　　市街化区域/市街化調整区域の別：　市街化区域　
防火/準防火地域/法22条区域の別：　防火地域

	規模用途
	主要用途：事務所（１階一部物販店）　構造：SRC造　
階数：地下２階、地上９階建て　　　延べ床面積：約１８０００㎡　

耐火建築物の種別：耐火建築物　高さ：31m　工事種別：増築

	相談概要
	①別館との渡り廊下接続と一の建築物の解釈について

	
	②渡り廊下接続による増築の場合の適合性判定の要否について

	[相談条文（法第何条第何項についての相談か）]　建築基準法・福井県建築基準条例・その他（　　　　　　　　）
建築基準法第３条・６条・２０条・３５条

	[相談内容（質問及び相談の趣旨）]
1 本館は約１８０００㎡、別館は約８２００㎡である。本館の建て替えにあたり現本館のように２階・４階で別館との渡り廊下接続を計画している。別館は構造既存不適格だが、既存部の１/2以上の増築なので、別館と本館が「一の建築物」とならないように計画したいが、計画案で別々の建築物とみなせるか。
2 渡り廊下を再築することとなるが、増築部（渡り廊下・本館）は既存不適格建築物に増築するため、適合性判定の要否の判断に苦慮しているので、ご教示願いたい。既存部も適合性判定をようするのか、ご教示願いたい。

	[相談内容の別添資料（配置図・平面図・立面図・断面図など相談の内容わかる図面を添付すること）]※付近見取り図は必須。
付近見取り図・配置図・各階平面図・立面図・断面図を添付します。

	[相談者の考え（相談者の法解釈・見解・根拠・参考文献）]
1 渡り廊下の接続部は両側Exp.Jを設けており、渡り廊下自体が柱で自立しており、構造計算上は別棟にしている。また両側に煙感連動の特定防火設備（遮煙性能有）を設けて、防火避難規定上も別々に満足するように計画している。よって、既存部とは「一の建築物」にならないと考えます。

2 ①の考えと同じく、既存部と増築部は「一の建築物」にならないと考えておりますので、増築部（渡り廊下・本館）は適合性判定を要すると考えております。既存部は適合性判定を要しないと考えます。

	※上記欄はすべて記入をお願いいたします。


※別添資料はご返却致しませんので、重要書類はコピーなどを提出してください。

回答後に利用状況・形状の変更等があった場合など、回答内容と実際の取扱いが変わる場合がございます。

回答は福井市建築指導課の見解であり、他の行政庁や指定確認検査機関の見解を拘束するものではありません。
福井市建設部建築事務所建築指導課　　TEL：0776-20-5574　　FAX：0776-20-5751
